
落
と
さ
れ
た
。
ど
の
大
学
も
、
生
き
残
る
た
め
に
組
織
改
革
や
入
試

制
度
改
革
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
な
ど
に
取
り
組
み
、
地
域
の
中
で

存
在
感
を
示
す
こ
と
に
躍
起
に
な
っ
て
い
る
。

私
が
所
属
す
る
高
崎
経
済
大
学
も
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、

自
治
体
の
政
策
形
成
へ
積
極
的
に
参
画
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
高
崎

市
の
総
合
計
画
や
行
動
計
画
、
あ
る
い
は
、
重
要
な
案
件
を
抱
え
る

各
種
の
審
議
会
に
は
本
学
教
員
が
座
長
や
委
員
と
な
っ
て
多
数
参
画

し
て
い
る
。
ま
た
、
各
種
の
調
査
、
分
析
、
政
策
提
言
活
動
に
も
多

く
の
メ
ン
バ
ー
が
関
わ
っ
て
い
る
。
平
成
一
八
年
度
の
実
績
で
は
、

約
七
〇
件
、
延
べ
に
し
て
約
一
〇
〇
人
の
教
員
が
連
携
に
関
わ
っ
て

い
る
。
平
成
一
九
年
度
は
さ
ら
に
、
地
域
政
策
研
究
科
の
地
域
連
携

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
文
部
科
学
省
の
大
学
院
教
育
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
選

ば
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
高
崎
市
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。
高

崎
市
に
と
っ
て
、
本
学
は
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

最
近
、
こ
う
し
た
地
域
連
携
が
新
た
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
組
織
的
で
継
続
的
、
そ
し
て
総
合
的
に
地
域
貢
献
を
行
う
動

き
で
あ
る
。
単
年
度
の
単
発
的
な
地
域
連
携
で
は
な
く
継
続
的
に
、

し
か
も
大
学
教
員
が
単
独
で
は
な
く
協
働
の
チ
ー
ム
と
し
て
関
わ
る

持
続
可
能
な
地
域
連
携
の
始
ま
り
と
言
っ
て
も
よ
い
。
大
学
と
地
域

の
連
携
を
効
果
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
一
人
の
研
究
者
で
解

決
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
専
門
を
異
に
す
る
複
数
の
教
員
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
組
ん
で
対
応
し
な
い
と
課
題
解
決
に
は
至
ら
な
い
。
理
想
を

言
え
ば
、
大
学
は
地
域
貢
献
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
拠
点
の
も
と
、
研
究

者
、
事
務
局
、
大
学
院
生
、
学
生
が
一
丸
と
な
っ
て
、
地
域
特
性
を

調
査
し
、
課
題
を
発
見
し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
提
言
を
地
域
住
民

や
行
政
と
と
も
に
行
う
と
い
う
、
組
織
的
・
継
続
的
な
参
加
と
協
働

の
仕
組
み
作
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
現
は
そ
れ

ほ
ど
た
や
す
い
こ
と
で
は
な
い
。
大
学
の
教
員
は
協
働
作
業
に
な
れ

て
お
ら
ず
、
協
働
の
内
実
が
な
い
連
携
事
業
と
な
っ
て
し
ま
い
が
ち

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ど
こ
の
大
学
に
お
い
て
も
、
試
行
錯
誤
の
毎

日
が
続
い
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

二
若
者
社
会
活
動
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
活
動

さ
て
、
大
学
と
地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
本
稿

で
は
、
私
の
指
導
す
る
大
宮
ゼ
ミ
を
母
胎
に
活
動
す
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
D
esig
n

N
et-w

o
rk
s
A
sso

cia
tio
n
（

以
下
、

Ｄ
Ｎ

Ａ
）
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。
こ
れ
も
試
行
錯
誤
の
連
続
で
あ
る
。
全
国
的
に
も

珍
し
い
学
生
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
平
成
一
六
年
に
法
人
格
を

取
得
し
て
今
年
で
四
年
目
に
な
る
。
こ
の
間
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
若
者
の
社

会
活
動
の
支
援
を
目
的
に
、
文
部
科
学
省
、
経
済
産
業
省
、
厚
生
労

働
省
、
群
馬
県
、
高
崎
市
、
富
岡
市
な
ど
と
連
携
し
、
様
々
な
社
会

特集・地域連携

大学と学生 2008.37

一
継
続
性
を
求
め
ら
れ
る
「
大
学
と
地
域
の
連
携
」

大
学
と
地
域
の
連
携
は
、
い
よ
い
よ
中

身
の
充
実
度
を
競
い
合
う

時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
き
て
い
る
。
私
が
所
属
す
る
高
崎
経
済
大
学
で

は
、
平
成
八
年
度
に
わ
が
国
で
最

初
の
地
域
政
策
学
部
を
立
ち
上
げ
、

そ
の
学
部
の
性

格
上
、
教

職
員
と
学
生
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
貢

献
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
さ
に
、
「
大
学
と
地
域
と

の
連
携

」
は
本
学
部
に
と
っ
て
、
そ
し
て
私
に
と
っ
て
、
研
究
教
育

の
中

心
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
私
は
こ
の
学
部

設
立

後
の
一

二
年

間
、

地
域
政
策
学
部
の
教

授
と
し
て
理

論
研
究
と
実

践
を
続
け
て
き
た
の

だ
が
、
最
近
、
大
学
と
地
域
の
連
携
に
関
す
る
講

演
、

論
文
、

視
察

な
ど
の
依

頼
が
続
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
な
ぜ
な
の
か
。
大
学
は
こ
れ

ま
で
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
世

界
に
耽

溺
し
、

象
牙

の
塔
と
し
て
閉

鎖
的
な
空

間
を
作
り
、
高

邁
な
理

論
研
究
に
没

頭
し

て
き
た
傾
向
を
持
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
大
学
が
、

今
日
、
よ
り
実

践

的
で
、
よ
り
地
域

密
着

型
の
教
育
・
研
究
を
求
め
ら
れ
、
大
学
と
地

域
の
連
携
問
題
が
急
浮
上
し
て
き
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

地
域
社
会
と
大
学
と
の
関
係
は
、
今
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て

い
る
の
で
あ
る
。
大
学
は
一
八
歳
人
口
の
減
少
の
中
で
、
全
入
時
代

に
突
入
し
、
大
学
や
短
期
大
学
の
定
員
割
れ
が
常
態
化
し
て
い
る
。

国
公
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
が
進
め
ら
れ
、
国
公
私
の
大
学
が

同
じ
土
俵
で
競
う
環
境
が
生
ま
れ
、
自
由
競
争
の
火
ぶ
た
が
切
っ
て
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大
学
と
地
域
の
連
携

～
若
者
社
会
活
動
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
活
動
を
中
心
に
～

大
宮

登
（
高
崎
経
済
大
学
教
授
）



コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
の
様
々
な
能
力
を
伸
ば
し
て
い
る
。

②
「
C
A
N
W
O
R
K
事
業
」
は
、
群
馬
県
労
働
政
策
課
・
厚
生
労

働
省
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
事
業
で
あ
る
。
学
生
た
ち
が
群
馬

県
内
で
働
く
社
会
人
の
方
々
に
取
材
し
、
原
稿
を
ま
と
め
、
そ
の
声

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
発
信
し
、
若
者
の
就
業
意
識
の
向
上
を
図
っ

て
い
る
。
学
生
た
ち
は
取
材
を
通
し
て
、
職
場
の
実
態
を
知
り
、
仕

事
の
面
白
さ
と
大
変
さ
を
知
り
、
今
後
の
生
き
方
の
参
考
に
す
る
。

ま
た
、
そ
れ
ら
取
材
の
集
大
成
と
し
て
、
毎
年
一
一
月
に
は
群
馬
県

庁
で
「
『
働
く
こ
と
』
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
、
社

会
人
の
方
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
が
実
際

に
社
会
人
の
方
と
触
れ
合
え
る
機
会
を
作
っ
て
い
る
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
た
め
に
、
五
月
か
ら
準
備
を
始

め
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
を
一
〇
数
回
開
催
し
て
い
る
。
実
行

委
員
メ
ン
バ
ー
は
群
馬
県
内
大
学
の
学
生
合
同
委
員
会
で
、
毎
年
八

〇
人
前
後
が
実
行
委
員
に
参
加
し
て
く
れ
る
。
テ
ー
マ
設
定
、
全
体

企
画
・
運
営
、
広
報
、
組
織
作
り
、
分
科
会
進
行
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の

参
加
交
渉
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
進
行
台
本
、
弁
当
手
配
な
ど
全
て
を
学

生
た
ち
が
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
も
約
三
〇
〇
人
が
参
加
し
、
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
多
く
の
職
業
人
た
ち
と

直
接
意
見
交
換
す
る
機
会
を
得
て
、
人
生
観
、
職
業
観
を
改
め
て
考
え

る
機
会
を
得
て
い
る
。

③
「
ra
d
i-co
m
事

業
」
で
は
、
ラ
ジ
オ
高

崎
に
て
月
二
回
、
三
〇

分
間
の
放
送
分
の
収
録

を
行
っ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
を
通
じ

て
、
市
民
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
豊
か

に
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
元
気
作
り
に
一
役
買

い
た
い
と
し
て
平
成
一

一
年
か
ら
始
め
ら
れ
た

こ
の
事
業
も
、
早
九
年

目
と
な
る
。
現
在
は
、

高
崎
経
済
大
学
が
月
二

回
の
、
前
橋
工
科
大
学

と
群
馬
県
立
女
子
大
学

の
学
生
が
月
一
回
ず
つ
分
担
し
、
毎
週
行
っ
て
い
る
。
高
崎
経
済
大

学
の
放
送
内
容
は
、
大
宮
ゼ
ミ
生
が
自
主
的
に
企
画
し
、
取
材
し
、

シ
ナ
リ
オ
を
考
え
、
簡
単
な
リ
ハ
ー
サ
ル
の
後
、
放
送
に
当
た
っ
て
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活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
私
は
、
法
人
格
取
得
以
前
か
ら
ゼ
ミ
の
指

導
教
員
と
し
て
、
ま
た
、
法
人
格
取
得
後
も
代
表
顧
問
と
し
て
関
わ
っ

て
き
て
い
る
が
、
毎
年
主
役
が
代
わ
る
学
生
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
は

な
か
な
か
頑
張
っ
て
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

大
宮
ゼ
ミ
生
は
、

Ｄ
Ｎ

Ａ
の
事

務
局
員
と
し
て
中

心
的
な
役

割
を
担

う
と
と
も
に
、
大
宮
ゼ
ミ
以

外
の
高
崎
経
済
大
学
生
、
前
橋
工
科
大

学
生
、

新
島
学

園
短
大
生
、

育
英

短
大
生
な
ど
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
メ
ン
バ
ー

と
連
携
し
な
が
ら
、
組
織
全
体
の
活
動
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
つ
つ
取
り
組

ん
で
い
る
。
大
宮
ゼ
ミ
は
各
学
年
一
一

～
一
二
人
の
人
数
で
、
三
年
と

四
年
で
二
〇
人

強
で
あ
り
、
そ
れ
に
、
二
年
生
は
六
月

頃
決
定
し
、
全

部
そ
ろ
っ
て
、

総
勢
約
三
五
人
の
ゼ
ミ
と
な
る
。

最
近
は
、
三
年
生
が

Ｄ
Ｎ

Ａ
事

務
局
を
構
成
し
て
活
動
の
軸
と
な
り
、
活
動
を
経

験
し
た
四

年
生
が
代

表
理
事
や
理
事
と
な
っ
て
、
後

輩
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
そ
れ
に
、

二
年
生
が
夏

休
み
前
後
か
ら
活
動
に
徐
々
に
加
わ
っ
て
く
る
と
い
う
体

制
を
と
っ
て
い
る
。

Ｄ
Ｎ

Ａ
の
活
動
の
目
的
は
、
若
者
に
社
会
に
関
わ
っ
て
い
く
力
を

つ
け
る
場
と
機
会
を
与
え
、
多

種
多
様
な
社
会
活
動
体

験
を
通
じ
て
、

キ
ャ
リ
ア
設
計
、
人
生
設
計
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
に
あ
る
。

現
代
の
若
者
は
個
人
化
す
る
社
会
の
中
で
生
活
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

地
域
社
会
や
組
織
集
団
に
関
わ
っ
て
い
く
機
会
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
や
人
間

関
係

形
成
能
力
を
養
成
す
る
場
が
少
な
い
。
そ
う
し
た

状
況
を
克

服
す
る
た
め
に
、
若
者
た
ち
に
社
会
活
動
の
場
を
与
え
る
こ

と
が
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
の
で
あ
る
。
大
宮
ゼ
ミ
生
は
Ｄ

Ｎ
Ａ
の

事
務

局
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
こ
な
し
、

Ｄ
Ｎ

Ａ
メ
ン
バ
ー

と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
年
度
も
、
多
く
の
活
動
を
実
践
し
て
き
た
。
予
算
規
模
、
連
携

の
広
が
り
、
社
会
的
影
響
力
、
活
動
効
果
、
教
育
効
果
な
ど
、
い
ず

れ
を
考
え
て
み
て
も
、
全
国
的
に
も
モ
デ
ル
と
な
る
活
動
実
績
と
な
っ

て
い
る
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
活
動
内
容
は
、
毎
年
変
わ
る
の
だ
が
、
大
き
く

四
つ
の
事
業
に
分

け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

①
「

jo
b
-ca

fe事
業
」
、

②
「
C
A
N
W
O
R
K
事
業
」
、
③
「
ra
d
i-co
m
事
業
」
、

④
「
ま
ち

づ

く
り
事
業
」
の
四
つ
で
あ
る
。
簡
単
に
概
要
を
紹
介
し
よ
う
。

①
「

jo
b
-ca

fe事
業
」
で
は
、
高
崎

駅
前
に
あ
る
群
馬
県
若
者
就

職
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
）
の
運
営
に
携
わ
っ
て

い
る
。
一
年
間
ほ
と
ん
ど
休
み
な
く
セ
ン
タ
ー
の
受
付
案
内
業
務
を

こ
な
し
て
い
る
。
若
者
の
就
職
支
援
の
た
め
に
、
入
り
や
す
い
空
間

を
作
り
、
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
る
。
そ
の
た
め
に
、
受
付
を

学
生
が
担
当
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
広
報

誌
「

G
O
O
D

J
O
B
」
の
発
行
、
就
職

応
援

セ
ミ

ナ
ー
な
ど
の

セ
ミ

ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
行
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

活
動
を
通
し
て
、
企
業
や
職
場
の
実
態
を
知
る
こ
と
も
で
き
、
社
会

人
の
基
礎
的
マ
ナ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
力
、
企
画
力
、
交
渉
力
、
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は
、
今
年
度
の
大
宮
ゼ
ミ
四
年
生
（
小
林
誠
代
表
理
事
）
が
自
分
の

三
年
生
の
と
き
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
、
後
輩
た
ち
に
送
っ
た
次
の

言
葉
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

「
大
宮
ゼ
ミ
は
忙
し
い
と
い
う
話
を
よ
く
耳
に
す
る
。
そ
れ
は
私
た

ち
ゼ
ミ
生
も
同
感
で
あ
る
が
、
そ
の
忙
し
さ
や
大
変
さ
以
上
の
も
の
を

大
宮
ゼ
ミ
の
活
動
か
ら
学
べ
る
と
、
私
た
ち
は
一
年
間
の
活
動
を
通

し
て
感
じ
て
い
る
。
大
勢
の
人
の
前
で
の
プ
レ
ゼ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
書
の
作
成
な
ど
、
本
当
に
多
く
の
こ
と
を
体
験
す
る
。
と
き
に
は

ゼ
ミ
生
同
士
で
言
い
合
い
に
な
っ
た
り
、
責
任
の
重
さ
に
泣
い
て
し
ま
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ

て
ゼ
ミ
生
み
ん
な
で
活
動
を
共
に
す
る
と
い
う
今
の

経
験
は
、
大
宮
ゼ
ミ
だ
か
ら
こ
そ
体
験
で
き
る
こ
と

だ
と
思
う
。
大
宮
ゼ
ミ
で
の
一
年
間
は
、
何
も
の
に

も
換
え
が
た
い
、
充
実
し
た
一
年
間
だ
っ
た
。」

大
宮
ゼ
ミ
を
中
心
に
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
い
う
学
生
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
を
作
っ
て
か
ら
四
年
目
に
入
っ
て
い
る
。
若
者
た

ち
が
社
会
に
出
会
う
場
作
り
、
大
人
と
交
流
す
る
き
っ

か
け
作
り
を
目
指
し
て
始
め
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
地
域
の
教

育
力
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
持
つ
教
育
力
、
学
生
同
士
の
相
互

の
教
育
力
な
ど
に
つ
い
て
、
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く

れ
る
。
学
生
部
長
な
ど
の
役
職
に
つ
い
て
い
て
、
あ
ま

り
指
導
が
で
き
な
い
私
を
配
慮
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
学
生
た
ち
は
多

く
の
困
難
と
思
わ
れ
る
活
動
に
、
自
ら
積
極
的
に
立
ち
向
か
い
、
公
益

的
な
社
会
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
る
自
己
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。

学
生
た
ち
は
地
域
と
連
携
し
、
地
域
社
会
の
大
人
た
ち
と
交
流
す

る
中
で
育
て
ら
れ
、
戸
惑
い
や
失
敗
や
挫
折
を
経
験
す
る
機
会
も
多

い
が
、
失
敗
の
中
か
ら
先
輩
た
ち
が
獲
得
し
、
積
み
上
げ
て
き
た
知

恵
を
活
用
し
、
大
き
な
成
果
を
得
て
い
る
。
大
宮
ゼ
ミ
も
Ｄ
Ｎ
Ａ
も
、

そ
し
て
私
も
、
試
行
錯
誤
の
連
続
と
は
い
え
、
相
互
成
長
、
相
互
信

頼
の
基
盤
を
創
り
つ
つ
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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高崎祭り参加

い
る
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
活
動
の
紹
介
を
中
心
に
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
主
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
告
知
し
、
そ
の
活
動
の
報
告
を
行
う
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

自
分
た
ち
で
調
査
し
た
「
道
の
駅
」
特
産
品
の
紹
介
を
し
た
り
、
高

崎
経
済
大
学
の
学
生
た
ち
の
活
動
を
市
民
に
知
ら
せ
た
り
し
て
い
る
。

ラ
ジ
オ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
何
か
を
伝
え
る
こ
と
に
初
め
は

緊
張
し
て
い
た
が
、
公
共
の
電
波
を
通
し
て
、
話
せ
る
だ
け
の
度
胸

を
身
に
付
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
表
現
能
力
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
。

④
「
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
で
は
、
高
崎
市
や
富
岡
市
の
青
年
会
議
所

と
連
携
し
、

各
地
域
で
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

に
関
わ
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
、
富
岡
げ
ん
き
フ
ェ
ス

タ
や
富
岡
シ
ル
ク
デ
ー
、
高
崎
ま
つ
り
や
高
崎

観
音

山

の
万

灯
会
な
ど
、

様
々
な
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
参

加

し
た
。
ま
た
、
ゼ
ミ
の
学
生
を
中
心
に
、

榛
名

湖
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
お
手
伝
い
や
、

観
光
マ
ッ
プ
作
り

に
も
挑

戦
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
魅
力
は
、
何
と

言
っ
て
も
地
域
の
人

々
と
の
触
れ
合
い
で
あ
る
。
イ
ベ

ン
ト
や
祭
り
で
関
わ
る
現
地
の
大
人
の
方

々
か
ら
学
ぶ

こ
と
は
多
く
、
ま
た
地
域
の
人

々
の
あ
た
た
か
さ
を
感

じ
る
こ
と
で
、
地
域
の
大

切
さ
を
学
ん
で
い
る
。

三
地
域
の
教
育
力
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
教
育
力
―
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
成
長

す
る
学

生
た
ち

こ
れ
ら
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
活
動
を
中
心
に
な
っ
て
推
進
し
て
い
る
大
宮
ゼ

ミ
生
は
忙
し
い
。
特
に
、
三
年
生
は
事
務
局
員
と
し
て
想
像
を
絶
す

る
忙
し
さ
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
失
敗
や
対
立
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
大
き
く
成
長
す
る
。
仲
間
と
出
会
い
、

社
会
活
動
事
業
を
通
し
て
、
協
力
し
、
ぶ
つ
か
り
合
い
、
考
え
、
行

動
し
、
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
力
を
磨
い
て
い
く
。
そ
の
成
長
過
程
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